
3.11 震災から1カ月、震災復興支援イベント「神戸チャリティーアートフェア」開催報告

　東日本大震災により被害を受けられました皆様に、心よりお見舞い申し上げますとともに、早期の復旧をお祈り申し

上げます。

　（株）アートコミュニケーション（東京都豊島区）は、今回の地震で被災した方々の一刻も早い救済、復興を願い、アー

トによる支援活動の一環として神戸のハーバーランドでチャリティー・イベントを開催しました。

　日本全国のアーティストはもとより、相武紗季、戸田恵梨香、要潤をはじめタレント、俳優など著名人103名（別頁

に出展者リストあり）から提供された作品、愛用品、サイン入りグッズなどを販売し、その売上げの一部は開催地の神

戸市に寄付され、被災地へと送られました。

「神戸チャリティーアートフェア」　★入場無料

■期間　2011年 4月 23日（土）・24日（日）　

■場所　神戸ハーバーランド・スペースシアター　

■主催　（株）アートコミュニケーション　http://www.artcommunication.jp

■販売品　著名人芸術品・私物、国内・海外芸術家の作品（絵画、書道、工芸、写真他）、オリジナルグッズ他

収支報告
　グッズを除く全255アイテム中、143アイテムを販売。売上金総額1,858,240円より1,348,565円を神戸ハーバー

ランド運営協議会に寄付致しました。

ニュースリリース

2011年 5月 13日
（株）アートコミュニケーション

神戸ハーバーランドの中でも屈指の広さを誇るスペースシアターは、神戸駅とつながっており、地元の方と観光客で人足は絶えない。



目当ての品を前に目を輝かせる来場者も多数。家族や友人と会話を
はずませ楽しんでいた

義援金になるのならと購入される方もいた。神戸市民の協力無くし
て成り立たなかったといえる

目当ての出展品を手にし、はじける笑顔
　テレビでも見た事のない著名人の私物、初めて目にする秀逸なアート作品、愛を詠う詩歌の数々が所狭しと並んだ

開催初日は、新聞やブログ等で本フェアを知った出展者の熱烈なファンが朝早くから会場前に並びました。開場と同

時にお目当ての品へ一目散に走る光景も見られましたが、皆様マナーが良く、お陰様で争奪戦になるほどの混乱はあ

りませんでした。神戸駅に直結した場所柄、偶然通りかかった来場者も多く、著名人の展示品の数々に驚きつつも思

わぬ収穫とばかりに掘り出し物を物色する姿も見られました。

　5000円以下の価格設定アイテムが多く、大きな収益にはなりませんでしたが、ここでしか手に入らない、大好き

なタレントなどの限定品を手に入れた上に義援活動にもつながるということで、終始笑顔が溢れるイベントになりま

した。

　主催者は今後もチャリティーフェアを企画していますが、今回同様全力で最高の内容を追い求めることを決意する

とともに、引き続き、関係各位からのご支援とご協力を頂けるように心から祈っております。

スペースシアター内ではオリジナル風船を配布。「もっとほしい！」
と泣き出す子も

会期は２日間。初日よりも 2日目の方が来場者は多かった。24 日
午後 3時、惜しまれつつ終了



ポスターやバナーに羅列された 103 名の
著名人の名前に歓声（奇声 ?）をあげる
来場者も多数

来場者は地元神戸市在住の方々が大多数。
中には九州など遠方からいらした方も

現代詩歌と写真を組み合わせた文学館も
好評。独特の魅力に、じっくりと読みふ
ける姿があった

300 を超える展示品。昼夜を問わずの細
心の注意を払った警備の結果、盗難など
の問題無し

巨大なハーバービジョンに映し出された
当フェアのロゴ。来場者の注目を浴び、
写真撮影する人も

地下 1階から地上 6階まですべてを吹き
抜けにした空間。床面積 600㎡を超える
このスペースに注目が集まった



現代アーティストから出品された絵画や書道など。普段は目に
触れることのない名品に釘付け

ショーケース内に展示された貴重な出典品の数々。著名人ばか
り、見ているだけでも楽しい

関連グッズは Tシャツ、アロマキャンドルなど。風船と共に優
しいデザインが好評を博した

「阪神大震災後しばらくは筆が持てない日々が続いた」という
丹羽名甫さん。神戸への愛情は大きい

映画やテレビにも出演している埼玉県立松山女子高校書道部か
ら出品された、精魂込めた 100枚の色紙。

「祈」。遠く離れた東北で避難生活を送る方々にも、この想いが
届きますように



来場者からのメッセージ
 「東北・関東で震災が起きて、家や食料など無くなって辛い思いをしています。一日でも早く復旧できる様に祈って
います。そして、前向きにがんばって下さい」（今里大地／兵庫県）　「神戸に地震がきた時、とっても多くの方に助
けられました。私たちは忘れていません。今度は私たちが何かできる事を見つけて、ず〜っと支援を続けたいと思い
ます。本当にありがとう」（喜多裕子／兵庫県）　「私は今中学１年生です。私の生まれる前に阪神淡路大震災が起こ
りました。だけど、１年生の時からずっとどれだけ大変か資料や映像で見てきました。それに今度は余震でも大きな
のが起きて比べものにならないくらいと思います。頑張ってください」（高橋穂花／兵庫県）　「被災者の方々がとて
もつらい日々を過ごされているのに、何もしてあげられないとても無力な自分を感じます。申し訳ないと思います。
ご家族を亡くされて、つらい方も大勢いらっしゃることと思います。どうかどうか、一日でも早く元気になってほし
いという私たちの想いが届きますように」（津乗郁子／大阪府）　「今生きているということは活かされているという
ことだと思います。私は試験が大阪でありたまたまこの会場に立ち寄らせて頂きました。これも縁です。全てのこと
に意味、恩寵が孕まれている気がします。このメッセージをたまたま目にしたあなたの心がほんのちょっぴり元気に
輝いて下さいますように……」（中田美夏／神奈川県）　「がんばってください。私には募金しかできないけど、少し
でも助けられるように頑張ります。早い復興を願っています。地震がたいへんなのは私は母から聞きましたが。自分
の目の前で起こるのは恐ろしいです。家族が分からない、安否が分からないとか、身の回りであったら、本当にこわ
いです。（がんばれ、日本！）」（春名保成美）　「人類は皆兄弟であり、仲間です。みんなで共有すれば悲しみ、つら
さは半分に、喜びは倍になります。遠い神戸の地より応援しています。『がんばろう、東北』」（廣野英之／兵庫県）　
「僕たちは、本当に心の支えとなることばを届けられているでしょうか？　たくさんのことばが日本語にはあるのに、
どれを選べばいいのか分かりません。でも、とりあえず、無理に元気にならないでください。日本中みんなが元気ハ
ツラツでいる必要はありませんから……！　あなたと、あなたのそばにいる方の幸せを祈っています」（松久ひとみ
／兵庫県）　「いつか旅行で行ってみたいと思っていた東北。まさかこんな事が起こるなんて夢にも思いませんでした。
いつの日かきっと、また美しい町に、元の姿に戻られることを切に願います。きっと、春がやって来ます。どうぞ、
その日まで一緒に祈っています。いつか必ず旅行で行きます」（松本みずき／兵庫県）　「神戸で小５の時、震災を経
験しました。今はつらいと思いますが、これからはいろんな人の助けがみなさんを守ってくれます。その一員として、

見守っています」（山田華世／兵庫県）

4/24 神戸新聞朝刊。兵庫県出身サッカー選手香川真司さん
と野球選手藤本敦士さんのサイン入りユニフォームと子供
たち

兵庫県では絶大な人気を誇る公式マスコット「はばタン」も登場。会場内
を駆け巡り、本イベントを盛り上げてくれた



主なチャリティ出展者（50音順）

相武紗季

石田ひかり

鳳蘭

金村義明

伍代夏子

新庄剛志

ちはる

永井一正

畑正憲

マギー審司

道端アンジェリカ

吉田里琴

浅田美代子

稲川淳二

片岡鶴太郎

川﨑麻世

さだまさし

龍村光峯

Dr. コパ

西村知美

平子理沙

三浦雄一郎

室井滋

秋野暢子

市井紗耶香

小田原みづえ

川中美幸

坂本九

鈴木由美子

つのだ☆ひろ

西川峰子

パパイヤ鈴木

的場浩司

南野陽子

ルー大柴

安齋肇

アヤカ・ウィルソン

加藤夏希

熊澤枝里子

サンドウィッチマン

谷村美月

とよた真帆

蜷川みほ

藤本敦士

美香

柳家花緑

秋川リサ

石破茂

押切もえ

假屋崎省吾

小林幸子

杉本彩

津川雅彦

永田萌

鳩山幸

松山女子校書道部

光浦靖子

吉田照美

アン・ルイス

今岡誠

勝俣州和

岸惠子

更科あかね

辰巳琢郎

戸田恵梨香

西山茉希

平野恵一

美川憲一

八代亜紀

麻倉未稀

市原悦子

香川真司

川井郁子

佐川満男

大地真央

つるの剛士

西田ひかる

平松愛理

未唯

宮地真緒

わたせせいぞう

井口資仁

楳図かずお

要潤

黒沢年雄

篠原ともえ

田村英里子

鳥谷敬

根津甚八

ボビー・オロゴン

Mr. マリック

山本リンダ

石岡ショウエイ

大槻義彦

金子貴俊

コシノヒロコ

神野美伽

壇れい

直居由美里

橋爪淳

牧伸二

美空ひばり

由紀さおり・安田祥子姉妹


